
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
と
と
も
に
築
く
、
安
全
な
く
ら
し 

区
民
の
命
や
財
産
を
守
り
、
く
ら
し
の
安
全
を
確
保
す
る 

環
境
負
荷
が
少
な
い 

く
ら
し
を
実
現
す
る 

感染症対策の充実 

・ 結核のまん延防止 

・ 感染症対策の啓発と感染症発生の未然防止 

・ 感染症発生時の体制整備による感染拡大防止 

柱・施策群 施 策 施 策 の 目 標 第 ２ 回 分 科 会 ま で の 意 見 
全 体 会 や 他 分 科 会 で の 議 論 を 
踏 ま え 、 追 加 す る 意 見 等 

食品等の安全確保と生活環境

の維持・改善 

消費者被害や特殊詐欺被害を

未然に防ぎ、区民の暮らしを守

る 

ビューティフル・ウィンドウズ

運動のさらなる推進 

反社会的団体等の排除 

地球温暖化対策の推進 

ごみの減量・資源化の推進 

・ 食品・水・薬品等の安全確保 
・ ごみ屋敷、不法投棄、落書き減少による良好

な生活環境の保全 

・ 消費者被害の減少、消費生活の向上 
・ 消費生活啓発員の育成、消費生活に関する知

識を持つ自立した消費者の増加 
・ 特殊詐欺被害の減少、被害防止の取組み強化 

・ 区民・警察・区が一体となった「足立区総ぐ
るみ」による防犯・美化の施策の実践と、「治
安」のさらなる改善と取組みの情報発信によ

る区民の体感治安の向上 

・ 地域団体の活動支援、警察との連携による反
社会的団体等の排除 

・ 地球温暖化対策の啓発による区民の環境意識
の向上 

・ 再生可能エネルギー利用の増加 
・ 区施設の省エネ推進 
・ 気温・降水量変化による影響の情報提供拡充、

気候変動に備えた対策・行動を促すことによ
る被害の軽減・回避 

・ 限られた資源の有効活用と最終処分場の延命
のため、大量消費・大量廃棄の生活を見直し、
ごみの減量・資源化を推進 

・ ごみの発生抑制や持続可能な資源利用への転
換 

・ パンデミック時、軽症なのに救急車を呼

んでしまうなど救急体制が滞ったので、

病気・健康に対する教育を強化していく 

・ インフルエンザワクチンに対する助成を

子どもへ拡大する 

・ 特殊詐欺が減少傾向にあるわけではない
ので、先進事例の研究をしてほしい 

・ 住民全体が特殊詐欺に気を付ける状況を
つくり、地域で防衛していく 

・ 気軽に相談できる人が必要 
・ 消費者教育は学校だけでは足りない 

・ 家庭のCO2 排出量が多い 

・ 区民一人ひとりが環境にやさしいまち 

・ ごみ屋敷に関する施策は、今はそこまで
ひどくない家でも使えるなど、もう少し
使いやすい制度になるとさらに良い 

・ ごみ屋敷問題に関しては、区と足立区医
師会が連携し、専門家の知識を活用する
ことで上手くいっている 

・ たばこのポイ捨てが減っていない 
・ 喫煙ルールが守られていない 
・ 喫煙所の検討が必要 

・ 声掛けをする仕組みなど、あらかじめ手
を打つことで安全なまちを保てる 

検討シート１  基本構想の視点「くらし」の各施策① 資料３－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
住
み
続
け
ら
れ
る
安
心
な
く
ら
し 

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
す
る 

健
康
寿
命
の
延
伸
を
実
現
す
る 

高齢者が住み慣れた地域で暮

らし続けられる、地域包括ケア

システムなどの体制の充実 

・ 介護予防・医療介護連携、住まいの確保に取

り組み、住み慣れた地域で暮らし続けられる 

・ 認知症の理解促進やサポート、相談体制の充

実による現在の暮らしの継続 

柱・施策群 施 策 施 策 の 目 標 

障がい者などが必要なときに

必要な支援を受けられる体制

の充実 

高齢者、障がい者のセーフティ

ネット（虐待対応等）と権利擁

護 

くらしやしごとに困っている

人が、状況に応じた保障や支援

を受けられる体制の強化・充実 

民生・児童委員などとの連携強

化等を通じ、地域で支え合う体

制の充実 

住んでいると自ずと健康にな

れる仕組みの構築 

地域における保健・医療体制

の充実 

持続可能な医療保険制度の運

営 

・ 適切なサービスにつなぐ相談支援の充実によ
って、住み慣れた地域で必要な支援を受けら
れる 

・ 発達支援が必要な児童に対して気づきや発見
の仕組みを構築し、適切な支援につながる相
談を円滑に実施 

・ 高齢者虐待等への対応力強化、高齢者虐待防
止のため権利擁護のさらなる充実 

・ 虐待防止対応技術の向上、障がい者虐待防止
のための権利擁護のさらなる充実 

・ 成年後見制度の利用促進 

・ くらしやしごとに困っている人に対する相
談・支援体制強化・充実による自立の支援 

・ 生活保護受給世帯への必要な援助・自立支援 
・ 子どもがいる生活保護受給世帯への必要な援

助・自立に向けた就学援助 

・ 民生・児童委員等との協働・協創による絆づ
くりの推進、地域の中に相談員がいることを
実感できる地域づくり 

・ 障がい者支援における地域の身近な支え手を
増やし、より多くの人が支え合う地域づくり
を推進 

・ 糖尿病対策の推進や野菜摂取量の増加による

健康寿命の延伸 

・ がん検診の受診勧奨 

・ 休日・夜間の医療体制等による安心して暮ら

せる医療体制の充実 
・ 保健所・保健センターの適正な管理運営の推

進 
・ ICT を活用した健康保持・増進事業の推進 

・ 国民健康保険・後期高齢者医療制度の給付適
正化や保険料収納率向上による持続可能な医
療保険制度の運営 

・ 高齢者にやさしい区 

・ 地域で高齢者を自然に見守る雰囲気 

・ 元気な高齢者がそうでない高齢者を見守

る 

・ 障がいのある人とない人が交じり合って
交流が生まれる場をつくる 

・ 障がい者が防災訓練に参加できていない 
・ 障がい者が当事者として関わっていく仕

組み 

・ 高齢者と子どもをつなげる 
・ 前から住んでいた人と転入者をつなげる 
・ 災害と関連付けてコミュニティを考える 
・ 緩やかな所属と弱い絆（ウィークタイ）を

豊かにすることが求められている 
・ 孤立や孤独対策を高齢者以外にも広げる 

・ 孤立や孤独を抱えている人を地域のグル
ープや公的サービスに橋渡しする支援 

・ 困っている人がカテゴリー別にできない
ほど複雑化しており、重層的支援体制が
重要 

・ 中年単身者の問題が今後顕在化する 

第 ２ 回 分 科 会 ま で の 意 見 
全 体 会 や 他 分 科 会 で の 議 論 を 
踏 ま え 、 追 加 す る 意 見 等 

検討シート１  基本構想の視点「くらし」の各施策② 資料３－２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち 

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る 

・ 密集市街地の不燃領域率の向上 

・ 耐震化促進事業の推進による建築物耐震化や

老朽家屋等の解消 

柱・施策群 施 策 施 策 の 目 標 

・ 自ら命を守る避難活動ができる区民の増加 
・ 防災区民組織の支援、地区防災計画の普及 
・ 自助・共助意識の向上による「地域における

総合的な防災力」の強化 

・ 堤防強化等のハード整備の推進 
・ 避難行動をとれる自助意識の啓発・強化 
・ 避難所開設「手順書」作成、訓練実施 

・ ｺﾐｭﾆﾃｨﾀｲﾑﾗｲﾝ(事前防災行動計画)の策定促進 

・ まちづくりと連携した鉄道やバス路線網の充
実 

・ 都市計画道路等の用地取得、都市計画道路等
の整備推進 

・ 道路の機能に起因した事故発生件数の減少 
・ 交通安全意識の普及啓発活動による交通事故

発生件数の減少 

・ 建築物等や屋外広告物の規制・誘導等による
良好な景観の形成 

・ 区民及び事業者との協働・協創による地域の

特性を活かしたまちのルール策定 

・ 拠点・周辺環境の整備による各エリアの魅力

向上・イメージアップ 

・ 開発や修繕等の機会を捉えた良質な住宅供給
の誘導 

・ 「住宅確保要配慮者」に対する関係団体等と
連携した支援 

震災や火災などに強いまちづ

くりの推進 

震災に備えた区民意識の向上

と地域防災力の強化 

スムーズに移動できる交通環

境の整備 

安全に利用できる道路環境の

整備 

良好な景観の形成と快適なま

ちづくりの推進 

水害の防止と水害に備えた区

民意識の向上 

エリアデザイン計画の推進に

よる拠点開発の展開 

緑のある空間の創出や自然環

境の保全 

デジタルシフトに挑み、区内産

業の成長を支え、地域の活力を

高める 

就労、雇用支援の充実 

安心して住み続けられる住宅

環境の整備 

・ 緑や自然に触れ合える機会の創出や、自ら緑
や自然等を守り育むひとを増やす 

・ 計画的かつ効率的な公園改修、民有樹林や農
地の保全による緑を実感できるまちづくり 

・ 専門家のノウハウや販路を活用した事業展
開、デジタル化を進めた国内外への販路拡大 

・ ネットワーク化や伴走支援を通じた区内産業
の魅力を高める起業・創業者の集積 

・ 求職者に対する幅広い仕事の選択機会の提供
と企業とのマッチング 

・ 企業が抱える人材確保や育成、定着等の課題
解決支援 

・ 災害時の要支援者への支援については実

効性が難しい 

・ 災害時に町会の果たす役割は大きい 

・ 水害時のマニュアルなどを知らない区民

が多いため、周知を強化する必要がある 

・ 道路の使われ方が変化しており、ルール

づくりが必要 

・ 交通空白地域への対応 

・ 無電柱化の促進 

・ インターロッキングの道がデコボコして

おり、改善が必要 

・ エリアデザイン外の地域の開発 

・ エリア内でも様々なニーズが存在する 

・ 大きな資本が入ると繁華街のようになる 

・ 若者サポートステーションなどの支援に

力を入れる 

・ 雇用しやすい環境を整える施策も必要 

・ デジタル技術者の勉強会文化と地域事業

者のマッチング 

・ 高齢期まで住宅を確保できるか不安を感

じている 

・ 高齢者に限らず安心して住み続けられる 

便
利
で
快
適
な
道
路 

・
交
通
網
を
つ
く
る 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る 

地
域
経
済
の
活
性
化 

を
進
め
る 

第 ２ 回 分 科 会 ま で の 意 見 
全 体 会 や 他 分 科 会 で の 議 論 を 
踏 ま え 、 追 加 す る 意 見 等 

検討シート１  基本構想の視点「まち」の各施策 資料３－３ 


